
リコール届出日 ： 平成２１年　１月 ２９日

２２２１

 無し

車名 型式 通称名
リコール対象車
の台数

備       考

ＴＣＭ ＴＦ３６ Ｌ４－２ 15台

ＬＬ４－２ 4台

ＴＣＭ ＳＡ－ＴＦ３６Ａ Ｌ４－２ 557台

ＬＬ４－２ 25台

日立 ＨＦ３６ ＬＸ２０－７ 12台

ＬＸ２０ＳＬ－７ 1台

日立 ＳＡ－ＨＦ３６Ａ ＬＸ２０－７ 692台 大特3台含む
(大特も同型式）

ＬＸ２０ＳＬ－７ 25台

古河 Ｆ３６ ＦＬ３０２－３ 15台

ＳＬ３０２－３ 2台

古河 ＳＡ－Ｆ３６Ａ ＦＬ３０２－３ 401台

ＳＬ３０２－３ 16台

自動車使用者及び自動車
分解整備事業者に周知さ

せるための措置

平成１６年６月１２日～１６年８月３０日
Ｆ３６－０３５０１～０６１２０

平成１６年８月２１日～平成１９年８月１０日
Ｆ３６－０９５０３～０９６６０

平成１６年９月２７日～平成１８年７月５日
Ｆ３６－０２９９５～０３０６０

基準不適合状態にあると
認める構造、装置又は性
能の状況及びその原因

不具合の部位（部品名）

リ コ ー ル 届 出 一 覧 表

市場からの情報による。

改善措置の内容

不具合件数

発見の動機

リコール届出番号 平成２１年　１月　３０日

届出者の氏名又は名称

リコール開始日

後車軸のディファレンシャルにおいて、ドライブピニオンベアリングの組み付け調
整が不適切なものがある。そのため、短時間の稼働でベアリングが損傷し、走行
不能になるおそれがある。

全車両、原動機運転時間計を確認し運転時間３００時間以内の車両について、
当該ベアリング部の隙間を点検する。
点検の結果、隙間が基準値より小さい場合は後車軸を交換する。

ＴＣＭ株式会社
代表執行役社長　　荒畑秀夫

問い合わせ先 ： ＴＣＭ株式会社
                        品質保証センタ　壬生グループ  ０２８２－８２－３１１３

動力伝達装置（ディファレンシャル）

事故の有無 ２４　件

・使用者：直接電話等でユーザに連絡する。
・自動車分解整備事業者：使用者を全て把握しているので、周知のための措置
はとらない。
・対策完了車については、フロントフレームの車台番号の横に白色のペイントで
マークを表示する。

リコール対象車の車台番号
（シリアル番号）の範囲及び

製作期間

Ｆ３６－０２９９２～０３０６２
平成１６年６月１０日～平成１６年８月２１日

Ｆ３６－０９０５７～０９０６６

平成１６年６月１１日～平成１６年８月２０日
Ｆ３６－０９０６３

平成１６年８月１１日
Ｆ３６－０３５３３～Ｆ３６－０６０６４

平成１６年９月９日～平成１９年７月１８日
Ｆ３６－０９５０２～０９６５８

平成１６年９月１７日～平成１９年６月１９日
Ｆ３６－０２９９６～０３０５７

平成１６年６月１４日～平成１６年８月１２日
Ｆ３６－０９０５８～０９０６０

平成１６年６月２４日～平成１６年７月１２日
Ｆ３６－０３５０２～０６０１８

平成１６年８月２５日～平成１９年６月２５日
Ｆ３６－０９５０１～０９６２２

平成１６年９月１６日～平成１８年３月１７日

連絡先：国土交通省 自動車交通局 技術安全部
            審査課 リコール対策室 調査指導第一係
電話番号：０３－５２５３－８１１１  内線：４２２５３
国土交通省 ホームページアドレス：
                             ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｍｌｉｔ．ｇｏ．ｊｐ



車名 型式 通称名
リコール対象車
の台数

備       考
リコール対象車の車台番号
（シリアル番号）の範囲及び

製作期間

ＴＣＭ ＴＦ３７ Ｌ５－２ 15台
Ｌ６－２

ＴＣＭ ＳＡ－ＴＦ３７Ａ Ｌ５－２ 538台 大特3台含む
Ｌ６－２ (大特も同型式）

日立 ＨＦ３７ ＬＸ３０－７ 10台
ＬＸ４０－７

日立 ＳＡ－ＨＦ３７Ａ ＬＸ３０－７ 537台 大特1台含む
ＬＸ４０－７ (大特も同型式）

古河 Ｆ３７ ＦＬ３０３－３ 18台
ＦＬ３０４－３

古河 ＳＡ－Ｆ３７Ａ ＦＬ３０３－３ 211台
ＦＬ３０４－３

（計1２型式） （計１２車種） （合計3,094台）
(製作期間の全体の範囲）

(大特7台含む)　　　　平成１６年６月１０日～
　　　　　　平成１９年１０月２日

Ｆ３７－０２８４８～０２９４８
平成１６年６月１４日～平成１６年８月１７日

Ｆ３７－０３５０１～０５９２６
平成１６年８月１８日～平成１９年１０月２日

Ｆ３７－０２８４７～０２９３４
平成１６年６月１４日～平成１６年８月６日

Ｆ３７－０３５０４～０５８７６
平成１６年８月１９日～平成１９年９月１１日

Ｆ３７－０２８４６～０２９５０

【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

平成１６年６月１１日～平成１６年８月１８日
Ｆ３７－０３５１１～０５７８７

平成１６年８月２５日～平成１９年７月２日


